
第Ⅱ章 調査経過

査概要

今回の報告は平城官第48次調査 (1968年 5月 23日 ～同年10月 3日 )と しておこなった推定第

二次朝堂院地域の東朝集殿遺構の下層からみつか つた古墳時代の大溝と溝内堆積の一括遺物を

とり上げ,さ らに,平城宮第101次調査 (1977年 1月 7日 ～同年 3月 25日 )と しておこなつた第

一次大極殿院西方にある佐紀池の池底から検出された古墳時代溝とその遺物をとり上げたもの

である。

第48次調査の発掘地は平城官東半部の中心を占める第二次朝堂院の南端にあたる。第二次朝

堂院地域は周囲を築地と回廊でかこまれた南】ヒ420m,東西190mの 南北に長い長方形区画をな

してお り,北は大極殿回廊に接し,南は官の南面東門の北側に門を開く。朝堂院地域は築地に

よつて南北二つに区切られており,】ヒ側には十二堂の殿舎を配し,南側は朝集殿を東西に対置

させている。この推定第二次朝堂院地域は大正H年に史跡として指定され,土地は当時の内務

省に寄託されたという経過があり,翌年には整備が行われた。現在,朝堂院外周をめぐる石組

溝がその時の施設である。昭和37年の近鉄車庫新設問題に端を発した平城宮の保存と国庫買上

げの経過については既知のとおりであるが,史跡地の買上げが進行するなかで,官跡整備がは

じまり,ま ず宮の中心部である推定第二次大極殿,朝堂院地域の整備事業が昭和38年から奈良

県によって開始されることになった。この一連の整備事業に伴なって,朝集殿一画の遺構を明

らかにする必要性から第48次発掘調査が計画された。一方,昭和42年から奈良県教育委員会文

化財保存課による唐招提寺講堂の修理工事が進行中であった。 同講堂は『招提寺建立縁起』

(醍醐寺本『諸寺縁起集』所収)に平城官朝集殿を移建したことが記され,ま た暮股の旧番付

によつて本来はこの建物が西を正面にした南】と棟建物,すなわち東朝集殿であったことを知る

のである。工事では講堂建物を解体し,基壇遺構を露出する予定であったため,両遺構を比較

するまたとない好機であることから,東朝集殿の調査となったのである。第43次調査として実

施した東朝集殿地域を 当研究所の遺跡表示法に したがってあらわすと, 6 AAWttA地区,

6 AAXttA地区に相当する。 この位置は平城官のなかでもやや高所を占め, 官の北に接して

ある奈良山丘陵が南に舌状に張 り出した末端部にある。平城宮の造営に伴って丘陵は肖J平 され ,

北から南に緩く下降する平坦地に整えられているが,朝堂院地域のみは周囲に比べてやや高 く,

旧地形をより多く残した状況にある。
1)

古墳時代遺構検出のきっかけは東朝集殿の基壇規模が判明し,さ らに基壇造成過程を精査す

1)朝集殿基壇規模は東西 18m, 南北 38.5mあ り, 基壇上面はすでに削平が著しいが,基壇周囲には凝

灰岩切石片が多数遺存し,一部には据え付け痕跡が認められた。基壇の東・西辺には各 3箇所に階段

痕跡があった。基壇の大きさから桁行 9間 ,梁行 4間の切妻造建物が想定でき,唐招提寺講堂の前身

建物とよく一致することが明らかになつた。『年報1969』 pp.3辟 411。
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大溝の検出



1 調査概要

る過程で土層観察用畦畔に沿って掘 り下げたところ,基壇下に古い流路の一部があらわれ,溝

中には古墳時代遺物が大量に含まれていることがわかった。このため,部分的な断面調査を進

めた結果,大溝 SD6030は 発掘区の北西端にあらわれ, S字状に曲折して朝集殿基壇下を通っ

て発掘区南東外へ延びてお り,溝の堆積層には多量の遺物を含んでいることが確認された。た

だ,基壇下にあることから大溝の検出は基壇外に限っておこなうこととし,C区以南の18m間

とK区以】ヒの21m間の計39mについて遺構検出をおこない,両発掘区の間については観察用畦

畔によって流路の位置と幅の確認にとどめることにしたのである。大溝 SD6030の准積は大ま

かにみて上,中,下の3層に分かれ,上層は包合する遺物は少なく,中層からは土師器,須恵

器, 埴輪が出上し, 下層からは土師器と多量の本製遺物が出上した。 また, SD6030の 東方

で,築地 SA5985基壇東肩に埴輪円筒棺が検出された。墓羨の上半は築地整地によって既に削

平されていたが,棺に使用した円筒埴輪の遺存状況は良好であった。

このように生活遺物を多量に包合する溝と墓羨の検出によって朝堂院地域には丘陵の高台に

埴輪円筒悟

Fig。 1調 査 位 置 図



時

溝

墳

の

古

代

第Ⅱ章 調査経過

占地した古墳時代の集落が存在していたと推測され,平城官以前の土地利用の一端を知ること

ができたのである。

つぎに第 101次調査地である佐紀池は特別史跡平城官跡内にあり,佐紀中町と佐紀西町との

間に位置する。遺跡表示法にしたがうと6ACAttWes地 区及び 6ACB区 となる。 佐紀池に

ついては明治17年に一条通 り沿いに築堤をおこなって,背後の狭い谷筋に湛水した潅漑用溜池

である。また,佐紀池の北側の御前池,下吉田池,上吉田池については北浦定政の『平城大内

敷地図』(文久元年 。1861)に三つの池が示されており,享録元年 (1724)の『五ケ村絵図』にも

三つの池が記されている。このことから佐紀池を除く池は18世紀初頭に遡るもののようである。

また,御前池のほぼ中央付近を宮の北限線が通るが,渇水期には南岸寄 りに礎石列を見るこ
2)

とができた。このように佐紀池や御前池はともにその成立が比較的新しいために,景観的にも

平城官と直接関連して結びつけることが少なかった。しかし,昭和49年度には佐紀池の南 3分

の 2が国有地となり,昭和51年に第二次内裏地域を主とした宮内整備地への潅水用水源として

利用することになり,揚水ポンプと濾過装置を池尻の一条通 り南側に設置することになった。
3)

同年,第92次調査として予定地を調査したところ,奈良時代の池岸を検出し,池中の堆積層から

は奈良時代の上器と木簡が出土したために,佐紀池の前身は平城官の園池であった可能性がで

てきたのである。そして同年には池の北側の3分の 1を埋め立てて市立幼稚園運動場が計画さ

れることになった。このために池の渇水をまって翌52年 1月 に第 101次調査として池底に調査

区を設定した。調査は池の北端で晃防下に沿って東西 67m, 南北 15mの トレンチとこの南東

方に南北26m,東西 6mの トレンチを設けて為こなったところ,両発掘区からは余大の礫を敷

きつめた池の汀線があらわれ,現在の池の東岸と近似した屈曲を示しながら連続していること

がわか り,池底からは奈良時代の土師器と瓦, 9世紀中頃の上器が出上したことから,池 SG

8500が平城宮の園池であることが明らかになった。古墳時代の遺構は園池の堆積層を除去した

地山面で検出し,北発掘区の東寄 りに 2条の溝が確認された。うち 1条は蛇行,分流しながら

北から南へ流れる幅3m程,深さ0.6mの 規模で,分流点には矢板を打って堰を設けている。

他の 1条は西南方から前者の溝に注ぎ込む幅 1.5m,深 さ0.5mの 断面V字形の溝で,合流点

には同様に堰がある。両溝からは古墳時代の上師器,木製農具,小銅鏡が出とし,池底のバラ

ス層からは縄文時代中期の上器片が出上している。このような溝,堰,農具等の存在から本地

域周辺は少なくとも古墳時代に谷筋を利用した水田耕作がおこなわれていたことを示すもので

あり,沖積平野に面した朝集殿下層の遺構とともに平城宮造営以前の土地利用の二端を知る重

要な資料が得られたことになろう。

調査次数 調査区・地区名 調査期間 調査面積

48杉k
6AAW―B 第 2次朝堂院

6AAX―A 東朝集殿
1968. 5.23-10.3 19.8a

101次
6ACA WS
6ACB

1977. 1, 7かv3.25 12.94a

Tab.1 調査期間と調査面積

1)奈良県立図書館蔵。

2)現在は平城宮覆屋の前庭に移動,展示してい

る。

6

3)第92次調査については『年報1975』 p.18参

照。



5・ 23～ 6・ 1 発掘準備 (電線埋設・器材搬入)

および耕上の排除。

6・ 3 発掘開始,東朝集殿土壇を中心に遺構検

出をはじめる。

6・ 22 東朝集殿基壇の東方に朝堂院の東限を画

する南北方向の築地痕跡を確認。

6・ 29 BK04区 の築地基壇東肩で埴輪円筒棺を

検出。墓墳の上半は築地地業によって削平されて

いるが遺存状況はきわめて良好である。

7・ 1 埴輪円筒棺の精査。

7・ 3 植輸円筒棺の清掃および写真撮影。

7・ 4 埴輪円筒棺実測。

7・ 5～ 19 奈良時代遺構検出。

7・ 25 奈良時代遺構実測開始。

7・ 30 遺構断面図作成のため発掘区北端壁面沿

いに掘 り下げる。西端付近に古墳時代の溝を検出。

上師器,埴輪が出土。

3・ 7 発掘区北壁土層図完成のために古墳時代

溝 SD6030を 発掘,堆積層を確認。

2 調 査 日誌

6AAW― B,6AAX―A地区

19684■ 5月 23日 ～ 10月 3日

3・ 14 各部の上層図作製完了。図面よりSD6030

の規模および流路を検討した結果,発掘区の西北

から東南方向に曲折していることがわかる。なお

溝の堆積層は大略 3層に分かれ,上層黄灰色土は

砂質であり,中層黒色粘土層は 40～50Cmの厚さ

があ り,土師器を出上し,下層褐色砂層からは木

質遺物が多く出土するとの所見を得る。なお中・

下層には須恵器は含まれないようである。

8。 16 AT07区を中心に溝幅を確認しながら黄

褐上 (北方の暗灰土・ I砂)を除去し,黒色粘上

層 (以下 I黒 と称す。Fig。 6。 7参照)の発掘に備

える。黒色粘土と黄裾上の間に褐色砂質土があ り,

盾形埴輸を検出。

3・ 19 発掘区南端からAU区までの 3区間の黒

色粘土層 (1黒)を掘 り下げる。木製品をはじめ

埴輸片 i土器などを多量にとり上げる。黒色粘土

とⅡ黒に介在する裾色砂層を認める。溝の北限確

認のため発掘区西北隅の BO・ Q16区に トレンチ

設定。

2 調査 日誌

第48次発掘調査日誌 (古墳時代遺構関係を抜粋)
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3・ 20 A区の遺物出土状況写真撮影準備。西北

隅部分での溝肩検出に苦労する。

8・ 21 BK14～ 16区に東西 トレンチを設ける。

Att I黒 層の遺物とりあげを終了, I黒層を掘 り

始める。 Ⅱ黒層は西にのみ厚 く,東半部では極め

て薄い。はじめて須恵器を裾色砂層から検出する。

3・ 22 Att AR06の I黒層の掘 り下げおよび南

壁付近の断面観察用畦畔を除去。B ttRラ インの

黒色粘土層 (1黒)の下の青灰色砂層 (Ⅱ 砂)が

上師器・木材片を多量に包合することを確認。

3・ 23 A区 Ⅱ黒層下半はほとんど遺物なく,植

物繊維が層状をなしてあ り, I砂 (褐色砂)中の

遺物とり上げを終了。B地区 トレツチ内に溝東肩

検出。南への延長上のA区に トレンチを設けるが

溝痕跡見あたらず,BL付 近で東に曲折するもの

とみられる。

8・ 24 A区 Ⅲ砂層を発掘。ハシゴなど大型部材

が出土。B ttGラ イン南西セクション西半部を再

検討するが溝は及んでいないことを確認。

8・ 26 A区 Ⅲ砂層より鋤未製品等出土。

3・ 30 A区 , BCラ インまでの区間のⅢ砂層の

調査継続。出土遺物少ない。 B区 ,Lラ インから

北側の 3区間を拡張し,黄褐色土 (整地層)を除

去,土師器少量出土。東肩を確認するが,北側で

は不明確。新旧溝の把握困難。

3・ 31 A区 ,Ⅲ 砂 (褐色細砂)の下に薄い有機

質堆積層 (Ⅳ 黒)があ り,木質遺物のみ若千出土。

Ⅳ砂 (褐色粗砂・細操まじり)か らは土器 。木器

が出土。一部溝底を確認。 B区 溝上面の検出作

業継続,地山面で溝肩の形状がほぼ明確になる。

9。 2 A区,Aラ イン以南で掘 り残しのⅡ黒・

Ⅲ砂層を掘 り下げる。遺物は比較的少なく皿砂直

上より大型木材が出土。 Bラ インより北はШ砂 ,

Ⅲ黒,Ⅳ砂の各層を下げる。最下層Ⅳ砂は粗砂を

含み遺物は少ない。 B区では流れが一時変ってい

ることを確認。 I黒層中よりS字 口縁甕出土。 I

黒の下は僅かに細砂のバラツキあり,砂まじりの

黒色粘土に続 く (I黒 )。  さらにその下は粘質の

強い灰黒色土となる。

9・ 3 A地区 I黒・Ⅲ砂層よりの遺物とり上げ。

B区全面的に I黒層を除去。土師器を多量に合む。

第 101次発掘調査 日誌

1・ 7 調査開始。

1・ 8～20 池底の泥湿地を乾かすために調査地

周囲につr水溝を設ける。

8

木製品も少量ながら出土。一部Ⅱ砂・ I黒層に進

む。Ⅲ砂 (A地区のⅣ砂に相当)は褐色粗砂層で

案・鋤・鍬等出土。

9・ 4 A区 ,発掘区南壁付近未掘部分のI黒の

一部,Ⅲ ・Ⅳ砂層を掘 り下げる。皿。Ⅳ層には遺

物少なく,木片と土器小片若千を出上したのみ。

南壁近くの 1黒層には多数の木材,木製品が入り

乱れて堆積,上師器も多数混じる。うち高杯の数

が目立つ。 B区 , Ⅲ砂,Ⅳ砂層を除去。Jよ り北

について西方に発掘区を拡張し両肩を追求。最下

層のⅣ砂とするバラス層は溝堆積層か否か未確認。

9・ 5 溝セクション,AttCラ イン,B tt L・

Rラ インの実測。

9・ 6 A区溝の実測。

9・ 7 A区南壁部分溝セクションの検討,溝底

の確認。篇底から下には全体に20 Cm厚の自然堆

積層があ り,樹木の枝などを含む。B区・Lラ イ

ンセクション畦に沿って古墳時代の面まで掘 り下

げ,溝の範囲を確認する。

9,9 B区 ,0～ Qの I黒・ I砂・Ⅱ砂を順次

下げる。 1黒層は他に比べて薄い。 Ⅱ砂の下はバ

ラス上に続く。出土遣物は少ない。

K～ L区セクション畦の掘 り残しの部分の発掘

を継続。 I黒層をほぼ完了。こ砂を一部あらわす。

Ⅲ砂直上で木製遺物が少し出土。溝岸付近でⅢ黒

を確認する。

9。 10 B地区セクション畦部分の発掘継続,Ⅳ

砂直上まで下げる。Ⅱ黒は溜 りの部分と溝の曲折

点にのみ存在し全面にはわたらないことがわかる。

厚いⅢ砂がⅢ黒の堆積を押し流した結果とみられ

る。 BL区Ⅲ砂から小型丸底壷出土。以北の流路

がほぼ明確になる。

9・ I B区溝肩をすべて確認し,流路を完掘す

るとともに平面図を作製。Lラ インセクション畦

に一部現われていた板材をとり出す。長さ1.36m,

加工はとくにない。同時に木製鋤 1点が出土。

9。 12 清掃後写真撮影。

9。 17 溝調査終了。埋戻し作業開始。

10,1 埋戻し終了。

10・ 2 発掘器材撤収。

10・ 3 発掘調査終了。

6ACA― SoW地 区,(6ACB地 区は省略)

1977年 1月 7日 ～ 1978年 4月 12日

1・ 22 W地区に発掘区設定。

1・ 24～31 沈泥土と褐色砂土を排除。W65区以

西では赤黄色の地山を確認し,小穴荻個を検出。



2・ 1 58～ 62区で地山面に連続する灰白色粘土

層上面で遺構検出作業。55区以東では沈泥層及び

腐植土を排除し黒色土あらわれる。

2・ 2 灰白色粘土層上面には遺構がないことを

確認し,掘 り下げ開始。63区・64区にかけて土器,

埴輪片少量,木簡 (墨書なし)1点,墨書土器 ,

瓦片が出土する。

2・ 3 西半の灰白色粘土層排除。遺物なし。東

半部は植物腐植層を掘 り下げる。

2・ 4 WB57・ WC56区に斜行する古墳時代溝

SD8521を検出。 WD56区でしがらみの倒杭あり,

撮影後取上げる。WS54区の黒色上層より庄内期

土器と木器出土。 SD8521東 岸が S地区へ延びて

いることがわかったために溝の掘 り下げは一時中

止する。

2・ 5 S地区の調査開始。水田耕土から掘 りは

じめる。

2・ 7 58ラ インの上層観察畦を撤去開始。 S地

区東半傾斜部分では青灰色砂質地山がテラス状の

段をなして下降することを確認。

2・ 3 58ラ イン畦畔部分,最下層の植物腐植層

に達し,若千の木器と木片が出上。

2・ 9～15 S地区,池の東岸沿いに掘 り下げる。

2・ 16 S地区西半部で植物腐植層に達する。

2・ 17 S地区遺構検出。青灰色粘上の地山を追

って下降。地山は赤褐色粗砂層に交替する部分も

あり。49ラ イン以西にはじまる植物腐植層から瓦 ,

土器,木製品が出上。北半のG53～ F52で多い。な

お,EF51を中心にSD8520堆積層と同じ黒色粘土

層の広がりに違する。範囲を確認して作業を行う。

2・ 18～ 23 奈良時代の池の汀線を検出。

2・ 24 奈良時代の遺構写真撮影準備。

2・ 25 奈良時代の遺構写真撮影後,古墳時代潜

掘 り下げ開始。

2調 を 日誌

2・ 26 SD8520堆積層掘 り下げ。黒色粘土層下

に砂層の間層があり,さ らに堆積層が続く模様で

あるが,砂層まで下げる。キヌタ,ナスピ形鋤等

が出土。

2・ 23 E54～ 55区では溝幅が広が り,遺物量が

増す。WD55区に台状板製品の他に自然木が多量

にあらわれたために,清掃し出土状況の写真撮影

を行う。

3・ l E 54区で東岸が直角に折れて東へ分流し

ていることが判明。分流点に堰が あらわれる。

D56に も堰SX8523が あらわれ,SD8520に 注ぎ込

む別の溝 SD8521の存在があきらかになる。出土

状況の写真撮影。SH57区を北へ拡張。

3・ 2 全景写真撮影のため清掃にかかる。

3・ 7 写真撮影。実測準備

3・ ■ 実測終了。

3,12 現地説明会開催。

3・ 14 調査再開。木製品等を取 り上げつつ,下

層の砂質層に達す。木製品遺物は少なくなり,布

留式上器が主体となる。SD8520の 南端でBC52・

53区南壁沿いに断ち割 り,溝底の状況を確認する。

3・ 15 SD8520北端の WG55で鋤出土。53区南

壁 トレンチ,池底より1.5m下げるもノミラス層よ

り縄文式上器 4片出土。

3・ 16 SD8520の両肩を確認しつつ底を浚える。

3・ 17 清掃後,完掘状況の写真撮影。

3・ 18 実測。

3・ 19 実測,古墳時代遺構を残して埋戻し開始。

3・ 22 木製品取 り上げ。

3・ 23 台状板製品の下から素文鏡が出土。

3・ 24 実測終了。埋戻し開始。

3:25～ 4・ ■ 埋戻し継続。

4・ 12 埋戻し終了。

4,15 佐紀池の樋口を閉めて湛水をはじめる。
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Fig。 3 第101次調査地域地区割
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